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健康度設定二のための疫学的研究

〔：そ の1 〕

HDL －コレ ステ ロフ．ル と運 動

東　京　大　学　　跡

（共同研究者） 同

中高年者におけ るHDL －コレステロールと体

力水準，体脂肪量の関係について明らかにするこ

とが本研究の課題であるが，今回は主として，体

力水準と大きな関係がある 身 体活 動 レ ベ ル と

HDL －コレステロールとの関係につ い て 検討 し

た．

方　 法

被検者は，東京都内のジョギングクラブに所属

する40歳から74歳までの健康な男子27名と，東京
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大学水泳同好会に所属する30歳から39歳の健康な

男子4 名であ った．　　 つ

表1 に被検者の身体的特徴及び運動歴，喫煙・

飲酒率を示した．

ジョギンググ ル ープ（JG ） は， 週平均25km

以上走っている者 から成り，水泳グループ（SG ）

は，1 回1 時間程度の水泳を週4 ～5 回行ってい

た．

対照群（CG ） として，・　日頃特別に身体運動を

行っていない30 歳から59歳の健康な男子（座業従

n
身　　　 長
（cm ）

体　　　 重
（kg ）

体 脂 肪 量
（％）

運 動 歴
（年）

喫煙
率

（％）
飲酒率
（％）

ジョギンググループ

40 ～49 歳

50 ～59 歳

60 ～74 歳

12

5

10

166．0土6．3

163．4士4．7

161．9士5，1

62 ．2土5．2

58 ．4士6．3

54 ．8土5．1

15．0土2．5

13．7土4．2

12．9土2．9

6．0士3．9

7．2土2．3

7．9士4．2

17

40

0

92

80

80

水泳グループ

30 ～39 歳 4 169．3土5．2 62 ．0士6．7 12．8土2．9 12．3土73 0 75

対　照　 群

30 ～39 歳

40 ～49 歳

50 ～59 歳

15

15

15

167．1士5．9

166 ．5土4．4

165．7上5．0

59．8士6ぷ

57．7士8．5

61．2士7．2

14．1土4．0

14．8土3，8

17．1士4．0

－

－

－

80

53

60

100

100

93

Mean 士S ．D．



事者）45名を選んだ．

採血は，12時間以上絶食した後，午前8 時30分

から9 時30分までに肘静脈より行った．ヘモグロ

ビン，ヘマトクリット，血清総卩レステロール，

HDL －コレステロ¬ル，中性脂肪濃度の測定およ

びリポタンパク電気泳動か行われた．採血後，身

長，体重，皮脂厚の測定を行った．皮脂厚は上腕

背部および肩甲骨下の2 箇所で測定し，体脂肪量

を推定した．　　　　　卜

日常生活における身体活動および食事習慣，嗜

好に関する調査を質問紙法を用いて行った．

血清総コレステロール，／中性脂肪は，酵素法を

用いて 分析した．　HDL －コレステロール は， リ

ンタングステンナトリウムーMgCb 法によって

LDL ，　VLDL を沈殿させ，上澄み中のHDL －コ

レステロールを，酵素法を用いて分析した．電気

泳動は セルロース・アセテ¬卜 膜 を 用 い，　Fat

Red 　7Bによって脂質を染色し，デンシトメータ

によってcc，　pre－β，βの各分画の脂質の比を算

出した．　　　　　　　　　………　　　　　17．

以上の分析は，すべて採血日に行りた，

結　　果　　卜　　　　‥‥‥‥ ‥　 ＼卜

1． 遅　動　歴　　　　二　　　　　………

JG の ジョギング 歴 は ．3～15年．（平均6 ～8

年）であった．週あたりの平均走行距離は，少な

い者で25km ，多い者では70km であった．　SG

の水泳継続年数は6 ～20年（平均12年）で，週平

均2400～5000m を泳いでいた，　　▽

2． 食事および嗜好

食事量や味付けについて，　JG，　SG とCG の

間に大きな相違は見られなかった．喫煙について

は，　JG，　SG 合わせて31人中4 人にすぎなかった

のに対し，CG においては，45人中29人と喫煙率

に大きな差が見られた．また，飲酒については，

「飲む」 と回答した者は，　SG ，　JG では31人中
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26人，CG では45人中43人という数字が得られ，

運動群，非運動群ともに，飲酒する比率が非常に

高いことがわかった．

3． 休　　格

身長については，運動群・非運動群の鬨に全く

差．は見られなかった．体重に つ いて は，40代の

JG がCG より平均値で4kg 大きな 値を 示した

が， 他の年齢群では， 運動群がCG よりやや少

ないか，あるいはほとんど等しい値を示した．体

脂肪量については，30代ではSG ，　CG ともに：13

～14＃，　40代では亅G ，　CG ともに約15％という

値が得られた．50代では，CG の17 ％ に対し，

JG が14 ％ とやや低い値を 示した．60 歳以上の

JG も，13％という低い体脂肪量を示した．

4． 血液性状　　　　　　　　　　　　　 ＼

ヘモグロビン・ヘマトクリットこついて比較を

行ったが，ヘモグロビンは運動群，対照群ともに

14～15g／d7，ヘマトクリットは42～43％という値

を示し，差は全く見られなかった．

＋5 ． 血清脂質（表2 ）

………総コレステロールにつ い て は，JG の40 代で

182 ±34mg ／d／，　50代で203 ±14mg ／d／，　60歳以上

で212 ±39mg ／dZと，年齢が高くなる にしたが

って平均値が上昇する傾向 が見 ら れ た か，　CG

二（30代：183＝±32　mg／d　I，　40代：177　±19　mg／dl，

○50代：189±30mg ／d0 との間に有意差 は見られ

尨かった．

卜HD レ コレステロールについては，JG の60歳

以上が68 ±18mg ／dlという最も高い 平均値を示

した．また，　SG　30代とJG　50代の2 つのクルー

プは，それぞれのCG に対して，5 ％ 水準で有

意に高いHDL －コレステロール値を 示 した．し

かしながら，JG の40代は，CG と全 く差が見ら

れなかった（図1 ）．

HDL －コレステロール比（HDL －コレステロー

ル÷総コレステロール×100）を見ると，　JG　40代
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表2

n
総

コレス
テロール
（mg ／d　V）

HDL －
コレステ

ロ　ー ノレ
（mg ／dZ）

HDL －
コレステ

ロール比
（％）

中性脂肪

（mg ／d／）

リポタンパク電気泳動（％）

窿 pre－β β

ジョギンググループ

40 ～49 歳

50 ～59 歳

60 ～74 歳

12

5

10

182 土34

203 士14

212 士39

53土9

62士15

68土18

30士7

31士8

32士5

94士26

101 上21

76士14

39土6

40土10

43土8

17土8

23士8

14土5

44士7

37士6

43土7

水泳グループ

30 ～39 歳 4 184 土9 63士15 34士7 77士12 41士6 13士3 46土9

対　照　 群

30 ～39 歳

40 ～49 歳

50 ～59 歳

15

15

15

183土32

177士19

189 士30

46士11

52土14

48土10

26土8

30土10

26土8

93土26

94士32

113 土16

36士9

39土9

34土7

21土7

20土8

25 土7

43 士6

41土8

41士9

Mean 士S ．D．
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0

HDL　 －Cholesterol

30 ～39 40 ～49

を除いて，　SG ，　JG がCG よりやや高い値を示

す傾向が 見 ら れ た。また，総コレステロール，

HDL －コレス テロール ともにかなり高い値を示し

た60 歳以上のJG も，HDL －コレステロール比で

見ると，　32^ という運動群の平均的な 値 を 示 し

図1

50 ～59 60 ～

Age　（yrs）

た．　 卜　　　　　　　　　　 卜 大　・．

中性鮨肪につい て 見 る と，やはりJG　40 代を

除いで，　SG ，　JG が低い値を示す傾向 が 見 ら れ

た（図2 ），　　　　　　　　　こ

jリポタンパク電気泳動によって得られた，α，
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pre－β，β の各分鈿の比をけSG ，亅G とCG とで

比較 す る と，μ（HD ．Lに相当）と β（LDL に相

当）とでは，運動群と非運動群の閧に有意な差は

見られなかったが，亅G40 代を除くと，運動群が

やや α の割合が大きい傾向が 見 ら れ た．　pre－β

（VLDL ）は，　JG　40代を除いて，　CG の20 ～25％

という値に対し，　SG ，　JG は12 ～17 ％とやや低い

値を示した．これは中性脂肪の結果と一致してい

表3

40－　49

図2

50 ～59 60 ～
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た．　　　卜

HDL －コレステロールについて，40 代のJG と

CG はほとんど等しい平均値を示した ．そこで，

HDL －コレステロール 濃度の分布を見 るために，

50mg ／d／，　45mg ／dZという境界線を引 き，その基

準より高い者と低 い者 の 割合をJG とSG につ

いて比較してみた（表3 ），　　　　　　　　 二

49mg ／d／より低い者 の割合 を 見 る と，　JG　58

HDL －Chol
（mg ／dZ）

Swim ． Runner Control

30～39 40～49 50～59 60～ 30～39 40～韵 50～59

50≦
3／4

75．0

5／12

41 ．7

5／5

100．0

8／10

80 ．0

7／15

46．7

7／15

46．7

6／15

40．0

49≧
1／4

25．0

7 ／12

58 ．3

2／10

20 ．0

8 ／15

53．3

8／15

53．3

9／15

60．0

44≧
1 ／12

8 ．3

2／10

20 ．0

7 ／15

46．7

5／15

33．3

7 ／15

46．7
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96，　CG　53％ とほとんど差はないが，44mg ／dXよ

り低い者は，JG では8％であるのに対し，CG で

は33 澎と高く ，JG は，　HDL －コレステロール値

が著しく低い 者の割合が非常に低いことがわかっ

た．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．．

論　　 義　　　　　　　　　　 卜　 ‥‥‥ ‥ ＝

本研究 にお いて，40 代のグループだけが他の年

齢群と異なった傾向を示したことに つ い て は，

JG およびCG のサンプ リングの偏りが考え られ

る．CG につ いては，遺伝的にHDL －コレステロ

ール僖が著し く高い者が入りこんでいる可能性が

ある．これま でのところ，本研究では被検者数が

少なく，今後 さらに疫学的研究としての形を成す

ために，被検 者数を増す必要 がある．

これまで米 国で は， ランナー のHDL －コレス

テロールにつ いていくつかの論文が発表されてい

る1゙ 6）． そし て， ランナーでは， 男子で64mg ／

dl，女子で75mg ／d／という 高い 値が報告されて

いる6）． 本研 究においては，これらの報告ほど明

確ではないが ，運動群と非運動群との間に差が見

られた．明確でない理由として，人種の違いや運

動量の差が考え られる．しかし，本研究の被検者

は，中高年者 の余暇の身体運動としては，比較的

強度の高い運 動をかなり長時間行っており，体力

水準も，一般 人と比べるとかなり高いと推察され

る．そして，　HDL －コレステロール値の著しく低

い者が非常に少ないという点で，運動を行うこと

によって体力を高め，また，虚血性心疾患や虚血

性脳血管障害のリスクファクターを小さくしてい

るといえよう．　　　・
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